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機械連成を考慮した回転機
過渡現象
回転電機摺動機構信頼性髙根沢 真

電力系統の主要機器である同期機を中心に、系統事故等
過渡現象時にタービン等原動機との機械連成を考慮した
現象の追求。古くて新しいテーマである電機摺動現象、
実学的なテーマに対して研究を行っています。
略歴 所属学会など
2024年3月まで13年間、株式会社東芝、京浜
事業所において高電圧大形発電機の設計・製
造技術および絶縁システムに関する研究開発
に従事。そのかたわら、日本工業大学・東京
農工大学非常勤講師として学生の教育に従事。
2024年4月日本工業大学着任。現在、機械連
成を考慮した回転機過渡現象および電気摺動
接触現象などの研究を進める。

・電気学会

・電子情報通信学会

研究紹介 同期機モデリング/電気摺動機構の信頼性に関する研究
同期機過渡特性の機械系連成現象の考察と実運用への展開

近年、地球温暖化問題が大きくクローズアップされる中で、
再生可能エネルギー発電が増加の一途にあります。一方電力
系統の中心をなす同期発電機の役割は重みを増していること
から系統事故等過渡現象時の発電機の挙動を推定する事は重
要です。しかしながらタービン等原動機との機械連成を考慮
した過渡特性についてはこれまであまり報告されていません。
本研究室では実工学的な知見から原点に立ち返り原動機との
機械連成を考慮した回転機の過渡現象について考察をすすめ
ています。
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共同研究の事例
・大形交流回転機の天然黒鉛質ブラシ・鉄系リン
グの摺動集電メカニズムに関する研究

・カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開
発/次世代火力発電基盤技術開発/石炭火力の負荷
変動対応技術開発/タービン発電設備次世代保守
技術開発
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新分野に活躍の場を広げている電気摺動接触機構の展開
電気摺動接触機構は回転体上に直接、電力や信号を確実に

伝達する、速応性にすぐれた古くて新しい技術です。その起
源は1880年代にエジソンが開発したダイナモにさかのぼり
ます。一般的にクラシックなローテクとの印象をうけますが、
実際は電気自動車をはじめ航空機の電動化など新分野への適
用が広がっています。にもかかわらずその基本特性・信頼性
については解明されていない部分が多いのです。そこで電気
摺動接触機構に実工学の見地から一歩踏み込み実社会の発展
に直結する技術開発を進めています。

回転系(機械データ)を考慮した連成解析モデル

磁気飽和およびx’qを考慮したParkモデル
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パワーエレクトロニクス・
非線形力学

内野 翔太
クリーンエネルギー発電デバイスから得られる電力を
より活用するために、非線形力学の観点から高い変換
効率を持つ電源回路の開発に取り組んでいます。
略歴 所属学会など

2021年4月、阿南工業高等専門学校 創造技術
工学科 助教に着任。2024年3月、岡山理科大
学大学院工学研究科修了。その後、日本工業大
学 電気電子通信工学科の助教に着任し、現在
は電源回路にみられる非線形現象の解析を中心
とした研究に着手している。

IEEE
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研究紹介 電源回路の設計に関する研究
脱炭素社会の実現に向け、クリーンエネルギー発電デバイ
スが注目されています。この発電デバイスから得られる電
力をバッテリー給電や機器の駆動電源に使用するためには、
電源回路への接続が必要です。電源回路にはMOSFETなど
のスイッチが含まれており、時刻・状態に応じて回路方程
式が切り替わる合成力学系に分類されます。この合成力学
系では、パラメータが変化すると分岐現象が発生し、電源
回路においてはこの現象が回路動作の不安定化を引き起こ
し、変換効率の低下を招く恐れがあります。電源回路に生
じる分岐現象の解析および不安定な回路動作を安定化させ
る制御手法を研究し、これらの理論と手法を用いて高い変
換効率を持つ電源回路の設計を目指しています。
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共同研究の事例
• 熱電デバイス用電力変換回路の設計
• 熱電池を接続した並列接続DC-DC
コンバータの回路性能の設計
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クリーンエネルギー発電デバイスを
接続した電源回路

分岐現象による電流リプルの増加例 車両の排ガスの熱を利用したバッテリー給電システムの開発


